
1819

とだ議会だより No.190とだ議会だより No.190

一般質問

質　
疑

Ｑ

れ
ま
で
直
接
雇
用

だ
っ
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

派
遣
に
す
る
理
由
は
。

Ａ
　
国
全
体
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

ニ
ー
ズ
が
急
速
に
高
ま

っ
て
お
り
、
質
の
高
い

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
安
定
的
に
確

▶ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
風

景
：
戸
田
市
の
教
育
改
革
、
大
い

に
期
待
し
ま
す
！

常任委員会・議会運営委員会のメンバーは、22 ページ参照。

▶
障
害
者
の
就
労
と
社
会
参
加
を
支

援
す
る
場
所
：
大
阪
府
堺
市
役
所

内
「
森
の
キ
ッ
チ
ン
」

総
括
質
問
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査
か
ら

委
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成
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２
月
臨
時
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

正副議長就任あいさつ

「ボートのまち とだ」を強くアピール

このたび、議員各位のご推挙により、私た
ちは議長並びに副議長に就任いたしました。
戸田市議会議員信条を遵守し、戸田市議会
基本条例及び戸田市自治基本条例にのっと
り、円滑な議会運営に努めてまいります。

戸田市は本年、市制施行50周年の節目の
年を迎えます。記念の年にふさわしい記憶に
残る１年となるよう、市民の皆様と一緒にな
って盛り上げ、戸田市のさらなる飛躍に向け
て、力を尽くしていく覚悟でございます。

特に、本年９月17日・18日に開催されます全
国市町村交流レガッタ戸田大会では、「ボー
トのまち とだ」を強くアピールしたいと考え
ております。

今後とも、皆様方の一層のご支援・ご協力
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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特
別
委
員
会

海外留学奨学基金に
　　　  寄附を募っては

「実施に向けて検討していく」
遠藤 英樹 議員

ふ
る
さ
と
納
税

防
止
条
例
の
制
定
を

「
不
正
は
な
い
の
で
考
え
て
い
な
い
」

酒
井 

郁
郎 

議
員

口利き

議
員　
ふ

る
さ
と
納

税
は
地
域

の
特
産
品

を
寄
附
者

に
お
礼
と
し
て
送
る
こ
と

で
、
そ
の
よ
う
な
特
産
品

の
あ
る
地
域
に
有
利
に
展

開
す
る
制
度
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
よ
う
に
都
市

部
に
位
置
し
、
主
な
寄
附

者
が
現
に
住
ん
で
い
る
自

治
体
に
は
、
そ
の
よ
う
な

魅
力
を
付
与
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
東
松
山
市
の
虹

色
フ
ァ
ン
ド
を
参
考
に
、

海
外
留
学
奨
学
基
金
に
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
募

っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
海
外
留
学
奨

学
事
業
の
資
金
確
保
は
、

本
事
業
を
長
く
継
続
す
る

た
め
に
大
変
重
要
と
考
え

る
。
そ
の
方
策
の
一
つ
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

検
討
し
て
い
く
。

議
員　
堺
市
の
地
下
食
堂

「
森
の
キ
ッ
チ
ン
」
を
運

営
す
る
よ
う
な
事
業
者
は

社
会
起
業
家
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
通
常
の
起
業
家
が

企
業
と
し
て
の
利
益
や
報

酬
で
実
績
を
計
る
の
に
対

し
、
社
会
起
業
家
は
社
会

に
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
与

え
た
か
を
成
功
の
尺
度
に

し
て
い
る
。
障
害
者
福
祉

の
分
野
で
活
躍
し
よ
う
と

し
て
い
る
社
会
起
業
家
を

育
成
し
本
市
の
課
題
克
服

の
力
と
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
戸
田
市
障
害

者
就
労
プ
ロ
セ
ス
マ
ッ
プ

に
、
障
害
者
就
労
を
進
め

る
た
め
の
各
種
助
成
金
や

各
種
制
度
を
紹
介
し
て
い

る
。
プ
ロ
セ
ス
マ
ッ
プ
を

大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
社
会
起
業
家
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
法
人
の
障
害

者
就
労
の
推
進
を
支
援
し

て
い
く
。

議
員　
口
利
き
行
為
防
止

の
た
め
に
、
行
政
へ
の
要

望
活
動
の
記
録
と
公
開
を

定
め
た
口
利
き
防
止
条
例

が
各
地
で

制
定
さ
れ

て
い
る
。

過
去
に
は

戸
田
市
に

お
い
て
も
問
題
が
起
こ
っ

た
。
戸
田
市
も
検
討
を
。

総
務
部
長　
不
正
の
事
例

は
な
い
。
条
例
制
定
は
考

え
て
い
な
い
。

議
員　
①
食
品
添
加
物
の

使
用
抑
制
②
使
用
済
み
お

む
つ
を
保
護
者
が
持
ち
帰

る
制
度
の
廃
止
（
園
で
の

処
分
に
切
り
替
え
）
が
公

立
保
育
園
で
進
ん
で
い
る
。

私
立
園
に
お
い
て
も
実
施

を
促
し
て
ほ
し
い
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
①

公
立
園
に
お
い
て
は
25
年

に
議
員
か
ら
の
質
問
を
受

け
て
削
減
を
検
討
し
、
学

校
給
食
法
よ
り
厳
し
い
基

準
で
の
対
応
に
努
め
て
き

た
。
私
立
園
に
対
し
て
は
、

園
長
会
議
や
栄
養
士
会
に

お
け
る
啓
発
や
情
報
提
供

を
通
し
て
実
施
し
て
い
く

②
公
立
園
に
お
い
て
は
28

年
度
か
ら
切
り
替
え
る
。

未
対
応
の
私
立
園
に
は
、

市
内
の
取
り
組
み
状
況
等

を
情
報
提
供
し
て
い
く
。

議
員　
戸
田
市
の
教
育
改

革
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

教
育
長　
今
後
10
～
20
年

以
内
に
、
今
あ
る
仕
事
の

49
％
は
人
工
知
能
や
ロ
ボ

ッ
ト
で
代
替
さ
れ
る
。
社

会
の
加
速
度
的
な
変
化
に

必
要
と
さ
れ
る
問
題
解
決

力
等
の
「
21
世
紀
型
ス
キ

ル
」
や
協
調
性
等
の
「
非

認
知
ス
キ
ル
」
育
成
を
目

指
す
。

          つぶやき

支
援
す
る
側
も
さ
れ

る
側
も
輝
け
る
障
害

者
福
祉
を

          つぶやき

口
利
き
は
ダ
メ
！

社
会
起
業
家
育
成
で
障

害
者
福
祉
の
新
展
開
を

保
育
環
境
の
改
善
を

教
育
改
革
の
推
進
を

歳
出
と
し
て
は
、
人
事

院
勧
告
に
基
づ
く
人
件
費

の
増
額
、
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
事

業
の
新
規
計
上
な
ど
、
歳

入
と
し
て
は
、
同
給
付
金

事
業
に
係
る
国
庫
補
助
金

の
新
規
計
上
、
歳
出
に
対

す
る
不
足
額
と
し
て
、
前

年
度
繰
越
金
を
見
込
ん
だ

も
の
で
す
。

２
月
３
日
・
４
日
に
開
催
さ
れ
た
２
月
臨
時
会
で
は
、
報
告
３
件
と

市
長
提
出
議
案
12
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
臨
時
会
で
は
役
職
改
選
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
石
井
民
雄
氏

（
志
政
ク
ラ
ブ
・
８
期
）、
副
議
長
に
は
遠
藤
英
樹
氏
（
平
成
会
・
４
期
）

を
選
出
。
監
査
委
員
と
し
て
手
塚
静
枝
氏
（
公
明
党
・
４
期
）
を
選

任
す
る
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

２月
臨時会

こ

一
般
会
計
補
正
予
算

議長　石井 民雄 副議長　遠藤 英樹

保
す
る
こ
と
が
大
変
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
３

年
間
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
年
度

途
中
に
退
職
す
る
ケ
ー

ス
が
続
き
、
そ
の
際
に
、

代
わ
り
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
確

保
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

授
業
に
穴
を
あ
け
て
し

ま
う
、
と
い
う
直
接
雇

用
の
課
題
が
見
え
て
き

た
。
民
間
派
遣
で
は
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
病
気
等
で
休

む
場
合
や
急
な
退
職
に

も
、
迅
速
に
代
わ
り
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派
遣
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
児

童
を
第
一
に
考
え
、
28

年
度
、
小
学
校
に
お
い

て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
雇
用
形

態
を
民
間
派
遣
へ
と
変

更
す
る
こ
と
に
し
た
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

19
対
３)

※
委
員
会
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

雇
用
形
態
に
つ
い
て
意

見
が
分
か
れ
ま
し
た
。

《会派変更のお知らせ》

２月２日付で高橋秀樹議員が「志政ク
ラブ」を脱会し、「無所属」会派を結成
しました。

２月２日現在の会派構成は下記のとお
りです。

志政クラブ　６人、　平  成  会　５人、
公　明　党　５人、　戸田の会　４人、
日本共産党戸田市議団　３人、
無　所　属　１人

主
な
議
案


